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真岡市複合交流拠点施設「ｍｏｎａｃａ」

　

遊
ぶ
・
学
ぶ
・
に
ぎ
わ
う
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
真
岡
市
複

合
交
流
拠
点
施
設
「
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｃ
ａ
」（
モ

ナ
カ
）
が
９
月
末
に
完
成
し
、
現
在
は
開

館
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

愛
称
で
あ
る「
ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｃ
ａ
」は
、「
真

岡
の
ま
ん
な
か
」
と
い
う
意
味
で
「
真
岡

の
中
心
部
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

１
階
は
、
学
習
室
や
会
議
室
の
他
、
カ

フ
ェ
や
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
を
備
え
た

「
リ
ビ
ン
グ
フ
ロ
ア
」
で
、
市
民
講
座
の

開
設
や
市
民
活
動
等
に
活
用
で
き
ま
す
。

２
階
は
、
こ
ど
も
図
書
室
と
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
が
併
設
す
る
「
も
お
か
っ
子
フ

ロ
ア
」
で
、
屋
内
こ
ど
も
広
場
で
は
雨
の

日
で
も
親
子
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３
階
は
、
一
般
図
書
や
郷
土
資
料
を
揃
え

た
「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
フ
ロ
ア
」
で
、
日
当

た
り
の
よ
い
テ
ラ
ス
席
や
ゆ
っ
た
り
と
し

た
雰
囲
気
で
本
が
読
め
る
読
書
室
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
複
合
交
流
拠
点
の
整
備
に
よ
り
、

子
育
て
支
援
の
充
実
、
生
涯
学
習
の
推
進
、

中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
創
出
と
活
性
化

を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
な
学
び
と
発
見

の
場
を
提
供
し
、
学
び
を
通
し
て
人
と
つ

な
が
り
交
流
す
る
こ
と
で
、「
ｍ
ｏ
ｎ
ａ

ｃ
ａ
」
が
、
自
宅
や
職
場
、
学
校
と
は
異

な
る
新
た
な
居
場
所
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
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第
40
回
法
人
会
全
国
大
会

（
鹿
児
島
大
会
）

　

中
小
企
業
を
中
心
と
し
て
全
国
約
７
０

万
社
の
会
員
企
業
で
構
成
さ
れ
る
“
経

営
者
の
団
体
”
『
公
益
財
団
法
人
全
国

法
人
会
総
連
合
』（
略
称
全
法
連
・
小
林

栄
三
会
長
）
は
、
１
０
月
３
日
（
水
）
鹿

児
島
県
の
「
城
山
ホ
テ
ル
鹿
児
島
」
に
て

全
国
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

栃
木
県
連
は
、
到
着
時
間
の
関
係
で
参

加
で
き
無
か
っ
た
の
で
す
が
、
ウ
エ
ル
カ

ム
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
火
縄
銃
試
射
が
わ
れ

参
加
し
た
会
員
の
方
々
は
、
大
き
な
音
に

驚
い
て
い
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

４
０
回
目
と
な
る
こ
の
全
国
大
会
は
約

１
７
０
０
名
が
参
加
し
法
人
会
の
「
税
制

改
正
に
関
す
る
提
言
」
の
内
容
を
発
表
す

る
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
全
国
各
地
（
４

１
都
道
県
）
の
法
人
会
の
代
表
が
一
堂
に

会
し
、
相
互
の
交
流
と
研
さ
ん
を
通
じ
て
、

よ
り
一
層
連
携
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

全
国
各
地
で
年
１
回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
法
人
会
か
ら
は
、
諸
伏
会
長
と
秋
山

副
会
長
事
務
局
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
式
典
で
は
、
国
税
庁
奥
達
也

長
官
や
鹿
児
島
県
塩
田
康
一
知
事
等
を
ご

来
賓
と
し
て
迎
え
、
鹿
児
島
県
連
今
別
府

秀
樹
会
長
が
開
会
の
辞
を
述
べ
主
催
者
挨

拶
、
来
賓
祝
辞
の
後
、
税
制
改
正
提
言
の

報
告
や
青
年
部
会
に
よ
る
租
税
教
育
活
動

と
健
康
経
営
活
動
の
報
告
の
後
大
会
宣
言

が
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
次

年
度
開
催
県
で
あ
る
高
知
県
法
人
会
連
合

会
長
の
挨
拶
で
第
一
部
は
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

≪
令
和
７
年
度
税
制
改
正
ス
ロ
ー
ガ
ン
≫

〇
「
金
利
の
あ
る
世
界
」
が
到
来
。
新
た

な
財
政
再
建
目
標
の
策
定
を
！

〇
企
業
へ
の
過
度
な
保
険
料
負
担
を
抑
制

し
、
経
済
成
長
を
阻
害
し
な
い
社
会
保

障
制
度
の
確
立
を
！

〇
人
手
不
足
な
ど
厳
し
い
経
営
環
境
を
踏

ま
え
、
中
小
企
業
の
活
性
化
に
資
す
る

税
制
措
置
を
！

〇
中
小
企
業
は
地
域
経
済
と
雇
用
の
担
い

手
。
本
格
的
な
事
業
継
承
税
制
の
創
設

を
！

　

第
二
部
の
記
念
講
演
会
で
は
、「
新
型

コ
ロ
ナ
禍
で
大
打
撃
を
受
け
た
航
空
業
界

危
機
下
の
経
営
戦
略
を
語
る
」
と
題
し
て
、

Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
取

締
役
会
長
片
野
坂　

真
哉
氏
が
講
演
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
三
部
懇
親
会
で
は
鹿
児
島
黒
牛
や
黒

豚
さ
つ
ま
揚
げ
を
使
っ
た
料
理
や
鹿
児
島

を
代
表
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
芋
焼
酎
３
Ｍ

「
森
伊
蔵
」「
村
尾
」「
魔
王
」
の
飲
み
比

べ
な
ど
が
あ
り
楽
し
く
お
い
し
い
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
ホ
テ
ル
を
７
：
４
５
分
頃
出

発
し
桜
島
見
学
（
有
村
溶
岩
展
望
所
・
黒

髪
埋
没
鳥
居
な
ど
）
を
見
学
し
、
最
後
に

世
界
文
化
遺
産
島
津
斉
彬
が
遺
し
た
仙
厳

園
を
観
光
し
、
鹿
児
島
空
港
よ
り
帰
路
に

つ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
鹿
児
島
県
法
人
会
関
係
者
の

皆
様
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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【
新
入
会
員
の
つ
ど
い
】

　
令
和
６
年
度
局
連
青
年
部
合
同
セ
ミ
ナ
ー

　
令
和
６
年
度
局
連
青
年
部
合
同
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
て
　

に
参
加
し
て
　

株 式 会 社 ミ ズ サ ワ

機械・工具
精密測定機器の専門商社

〒321-4361　真岡市並木町 3-7-14

	 TEL	 0 2 8 5 ( 8 2 ) 6 6 1 9
	 FAX	 0 2 8 5 ( 8 2 ) 6 6 9 2

真岡酒販㍿・有限会社オー・エム商事
真岡並木店（84）4411
下高間木店（84）2006

代表取締役　諸伏勇治
C V S 事 業 部
セ ブ ン イ レ ブ ン
真岡並木店・下高間木店
テ ナ ント 事 業 部

〒321-4361
栃木県真岡市並木町三丁目 7 番地 3
TEL 0285-82-3654（代）
FAX 0285-81-6260

　

９
月
１
８
日
（
水
）
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン

静
風
に
お
い
て
「
新
入
会
員
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
員
増
強
の
一
環
と
し
て
本
年
度
が
初

め
て
の
試
み
で
、
令
和
５
年
度
入
会
の
新

入
会
員
様
、
本
年
度
８
月
ま
で
の
新
入
会

員
様
そ
れ
ぞ
れ
の
紹
介
者
の
皆
様
に
お
声

か
け
し
法
人
会
役
員
含
め
２
７
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　

初
め
に
主
催
者
諸
伏
会
長
か
ら
の
挨
拶

次
に
税
務
署
長
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

事
務
局
が
法
人
会
活
動
の
説
明
を
行
い
、

さ
ら
に
全
法
連
前
専
務
理
事
の
松
﨑
也
寸

志
氏
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
映
像
を
視
聴

し
ま
し
た
。

　

懇
親
会
の
前
に
、
新
会
員
の
皆
様
の
自

己
紹
介
後
、
税
務
署
長
と
の
名
刺
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
乾
杯
の
音
頭
は
大
瀧
組
織

委
員
長
が
行
い
そ
の
後
は
自
由
に
交
流
す

る
時
間
と
し
、
親
睦
を
図
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

令
和
６
年
９
月
１
３
日
（
金
）
に
新
潟

市
の
ホ
テ
ル
イ
タ
リ
ア
軒
に
お
い
て
令
和

６
年
度
関
東
信
越
法
人
会
連
絡
協
議
会
青

年
部
会
連
絡
協
議
会
合
同
セ
ミ
ナ
ー
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
１
年

お
き
に
、関
東
信
越
国
税
局
管
内
（
埼
玉
・

茨
城
・
栃
木
・
群
馬
・
長
野
・
新
潟
）
の

各
県
連
の
青
年
部
会
が
一
堂
に
会
す
る
も

の
で
、
真
岡
法
人
会
青
年
部
会
か
ら
は
荻

野
博
志
部
会
長
・
林
洋
一
理
事
・
岩
間
務

理
事
の
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

部
会
長
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
会
員
増
強
に

つ
い
て
話
し
合
い
他
の
単
位
会
で
も
同
じ

よ
う
な
悩
み
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。
成
功
事
例
と
し
て
法
人
会
の
活
動
を

楽
し
め
る
内
容
の
活
動
を
行
う
事
で
会
員

増
強
に
繋
が
っ
た
と
の
話
も
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
は
㈱
ジ
ャ
パ
ン
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
代
表
取
締
役
村
山
哲
二

氏
の
「
プ
ロ
野
球
の
指
揮
官
に
学
ぶ
、
一

流
の
チ
ー
ム
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
新
潟
の
海
の
幸
・
日
本
酒

を
存
分
に
味
わ
い
、
伝
統
文
化
で
あ
る
新

潟
古
町
芸
妓
の
お
も
て
な
し
を
受
け
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
開
催

県
の
新
潟
県
法
人
会
青
年
部
会
の
皆
様
に

感
謝
致
し
ま
す
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「
源
泉
所
得
税

実
務
の
ポ
イ
ン
ト
」

正
誤
に
つ
い
て

健
笑
さ
ん

有
限
会
社
　
島
や
商
店

　
E
N
E
O
S
真
岡
東
セ
ル
フ
S
S

黒
崎 

健
斗
さ
ん

　

初
め
ま
し
て
。
黒
崎
健
斗
と
申
し
ま
す
。

１
９
９
８
年
に
栃
木
県
芳
賀
町
で
生
ま
れ
、

作
新
学
院
高
校
で
は
野
球
部
に
所
属
し
、

甲
子
園
出
場
と
い
う
貴
重
な
経
験
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地
域
社
会
に
貢
献

し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
２
０
２
０
年

１
１
月
に
有
限
会
社
島
や
商
店
に
入
社
し

ま
し
た
。

　

島
や
商
店
で
は
、
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
真
岡
東

セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
を
運
営
し
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
供
給

や
住
宅
設
備
関
連
事
業
を
手
掛
け
る
な
ど
、

地
域
に
根
ざ
し
た
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
私
自
身
、
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
業
務
や
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
関
連
の
仕
事
を

通
じ
て
、
地
域
の
皆
様
の
日
々
の
生
活
を

支
え
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
客
様
に
信
頼
さ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
地
域
の
暮
ら
し
を

豊
か
に
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
島
や
商
店
の
一
員
と
し
て
、

地
元
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
同
封
い
た
し
ま
し
た
冊
子
、「
源

泉
所
得
税
の
実
務
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
き

ま
し
て
、
左
記
の
と
お
り
、
記
載
内
容
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
２
８
ペ
ー
ジ
（
１
５
司
法
書
士
、
税
理

士
、
弁
護
士
等
に
報
酬
を
支
払
う
と
き
）

の
見
出
し

【
誤
】
１　

生
前
退
職
金
と
死
亡
退
職
金

↓【
正
】
１　

報
酬
を
支
払
う
と
き

入って良かった そんな法人会を目指します

会員増強運動推進中！
健全な経営、正しい納税、社会に貢献、良き経営者を

目指す者の団体・・・・それが法人会です。
法人会組織の拡充を図るため、会員増強運動を実施中です。現在、法人会組織の拡充を図るため、会員増強運動を実施中です。現在、
執行部を中心に新設法人、未入会法人に対して加入勧奨を行っ執行部を中心に新設法人、未入会法人に対して加入勧奨を行っ
ていますが、会員皆様におかれましてもお知り合いの企業がごていますが、会員皆様におかれましてもお知り合いの企業がご
ざいましたら是非ご紹介下さるようお願い致します。

一般社団法人真岡法人会一般社団法人真岡法人会  お問合せは 事務局局 ８３－３４７７まで
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四季折々の食材を、
　真心を込めて手作りで
　　調理いたしております。

〒 321-4337　真岡市上高間木 3-9-1

TEL.FAX 0285-83-1110

日本料理　裕　株式会社
代表取締役　中三川　裕

　
皆
様
は
ど
う
お
考
え
で
す
か
？

「
最
低
賃
金
を
上
げ
る
だ
け
で
良
い
の
か
」　

　

今
年
も
10
月
に
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ

ま
し
た
。
栃
木
県
の
最
低
賃
金
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
あ
っ
た
２
０

２
０
年
の
前
年
比
＋
１
円
を
除
い
て
は
、

２
０
１
６
年
か
ら
毎
年
３
％
以
上
上
昇
し

て
い
ま
す
。２
０
２
３
年
は
９
５
４
円（
前

年
比
＋
41
円
４
．
４
９
％
増
）、
そ
し
て

10
月
か
ら
は
１
０
０
４
円
、
前
年
比
＋
50

円
、
５
．
２
４
％
増
と
な
り
ま
し
た
。
２

０
２
０
年
の
８
５
４
円
と
比
較
す
る
と
、

４
年
間
で
１
７
．
５
６
％
も
上
昇
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
４
年
間
で
暮
ら
し
は
良

く
な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
所
得
向
上
に
よ

る
格
差
縮
小
や
労
働
力
確
保
の
た
め
、
毎

年
最
低
賃
金
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
単
純
に
最
低
賃
金
を
上
げ
る

だ
け
で
課
題
は
解
決
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
従
業
員
40
人
程（
内
パ
ー
ト
16
人
）

の
会
社
経
営
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
時
給

が
上
が
る
た
び
パ
ー
ト
さ
ん
の
労
働
時
間

は
減
っ
て
い
き
ま
す
。
弊
社
の
パ
ー
ト
さ

ん
は
全
員
配
偶
者
控
除
を
受
け
て
い
る
た

め
、
時
給
が
上
が
れ
ば
控
除
内
金
額
に
収

め
よ
う
と
労
働
時
間
を
減
ら
し
て
調
整
し

て
い
ま
す
。

　

雇
用
側
に
と
っ
て
は
、
パ
ー
ト
さ
ん
へ

の
賃
金
支
払
額
が
同
じ
で
も
、
一
人
あ
た

り
の
労
働
時
間
が
減
少
す
る
た
め
、
総
労

働
力
の
確
保
で
、
さ
ら
に
人
員
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
増
々
人
手
不
足

に
な
る
こ
と
は
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か
で

す
。
人
件
費
の
上
昇
分
は
、
当
然
価
格
等

に
反
映
さ
れ
、
さ
ら
な
る
物
価
高
を
招
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
所
得
調
整
を
し
て
い

る
非
正
規
雇
用
者
の
生
活
は
、
い
つ
ま
で

た
っ
て
も
良
く
な
る
は
ず
あ
り
ま
せ
ん
。

　

非
正
規
雇
用
者
が
控
除
範
囲
内
で
働
く

と
い
う
前
提
で
考
え
た
場
合
、
正
規
雇
用

者
と
の
所
得
差
は
２
０
２
０
年
に
約
35
～

62
万
円
だ
っ
た
も
の
が
、
今
年
10
月
か
ら

は
お
お
よ
そ
63
万
～
90
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

所
得
が
向
上
し
な
い
の
は
、
最
低
賃
金

の
問
題
で
は
な
く
、
働
き
方
（
控
除
枠
）

を
制
限
し
て
い
る
配
偶
者
控
除
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。
非
正
規
雇
用
者
の
控
除
廃
止

を
し
な
い
限
り
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
問

題
は
解
決
し
ま
せ
ん
。
控
除
を
廃
止
し
、

労
働
時
間
を
増
や
す
こ
と
で
所
得
が
向
上

し
、
さ
ら
に
そ
れ
に
適
切
な
税
を
か
け
る

こ
と
が
、
健
全
な
増
税
に
つ
な
が
っ
て
い

く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

景
気
動
向
に
合
っ
た
最
低
賃
金
の
改
定

や
控
除
の
見
直
し
等
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
皆
様
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ

う
か
。

真
岡
法
人
会
会
員　

篠
原　

泰
三
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真岡税務署 （令和６年９月）

定額減税制度に関する情報

国税庁ホームページの「定額減税特設サイト」におい
て、定額減税制度の概要やパンフレット、Q＆Aなど、制
度に関する各種情報を提供していますので、ご利用くだ
さい。

定額減税に関する相談は、「チャットボット」をご利用
ください。

24時間利用可能（メンテナンス期間を除く。）です。

定額減税制度について知りたい、年末調整の際に行う定額減税事務
が分からない、その他定額減税についてのご不明な点がございました
ら、以下のサイトや国税相談専用ダイヤルで情報提供又は相談対応を
行っておりますので、ご利用ください！！

定額減税特設サイト

年末調整がよくわかるページ

チャットボット

国税相談専用ダイヤル（ナビダイヤル）

URL：https://www.nta.go.jp/users/gensen/nencho/index.htm

定額減税制度や年末調整の際に行う定額減税事務についての一般
的なご相談については、「国税相談専用ダイヤル」をご利用ください。

（国税専用相談ダイヤル）０５７０－００－５９０１

URL：https://www.nta.go.jp/users/gensen/teigakugenzei/index.htm

URL：https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/chatbot/index.htm

年末調整の際に行う定額減税事務に関する情報は、国税
庁ホームページの「年末調整がよくわかるページ」をご覧
ください。
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©ｔ

  

セミナー名 講師 分数 セミナー名 講師 分数

研
修
・
人
材
育
成

“フェムテック”を理解して

多様な組織作りに役立てる
木川 誠子 23分

一
般
経
営

  「人的資本経営」を実現するため
の10のポイント(後編) 中平 次郎 41分

自ら考え、動き出す

今どきの若手の育て方
石田 祐一郎 65分   コミュニティ経営のすすめ（3）

生命体としての組織への理解
金野 美香 33分

金星コミュニケーション 田中 知子 28分 事例に学ぶ 中小企業「成功の方程式」 西川 靖志 38分

自ら考え、動き出す

今どきの若手の育て方
石田 祐一郎 65分 経験者が語る本当の事業承継 関根 壮至 55分

Z世代との接し方に困っている
40代、50代へ 育て方と

メンタルを前向きに保つヒント
夏目 えみ 43分

あなたの会社、
廃業を考えていませんか？

～社長必見！「あとつぎ探し」のポイント～
松木 秀一郎 43分

法
律

労働問題で足をすくわれない

経営を目指して
米澤 章吾 61分 税

務
・
財
務

経
理

基礎からわかる「インボイス制度の
概要と電子帳簿保存法のポイント」

令和５年度制度改正 対応版
川口 宏之 107分

健
康

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

どすこいトリビア（２）

力士の給料事情
田中 知子 7分

初心者でもよくわかる！

簿記・経理入門セミナー
小野 恵 83分

犯罪者に狙われにくい

生活のコツ 第５回 身近なリスク
森 雅人 5分

労
務

ここがポイント！

就業規則のつくり方
野澤 直子 25分

写真が楽しくなる

フォトコミュニケーションのススメ
渕上 真由 32分 人事労務 基礎講座 野澤 直子 45分

お問い合わせは真岡法人会事務局まで ＴＥＬ：0285-83-3477

会員の方は７００タイトル以上のセミナーが無料で受講できます

真岡法人会よりインターネットセミナーのご案内

真岡法人会のホームページから無料でセミナーがご覧いただけます

           会員ID：0705 パスワード：3477  ID・パスワードは

掲載講師やタイトルは変更になる場合がございます。
掲載されているタイトルは、ご覧いただけるものの一部です。

http:// www.mokahojin.net/

ログインID パスワード ログイン

ログインIDとパスワードを入力してログインしてください

ID ●●●●● パスワード ●●●●●

会員は専用IDとパスワードを入れてログインする事により多くのコンテンツ

が視聴可能となります。

真岡法人会 検索 で検索いただけます

※ 画面はイメージとなります。

視聴は無料です

成功事例から学ぶ！

昇給・増益マネジメント＜前編＞
スーパードライ物語 ハラスメント講座

  

NBCコンサルタンツ株式会社 専務取締役
紅本 亘

元アサヒビール株式会社常務取締役マーケティング本部長

田中 晃
株式会社ワンズウィル 代表取締役

尾花 彰

お勧めお勧め お勧め
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【景況感アンケート（６月度）・調査結果】

全法連『景況感に関するアンケート』を実施

７割以上の企業が賃上げを実施するも、原資の確保に課題

全法連は「景況感に関するアンケート（６月度）」を実施し、会員企業の業績や

賃上げ実施状況、人手不足対応などについて調査を行った。調査は６月２６日～７

月３日に法人会アンケート調査システムを活用して行われ、１９０５名から回答

を得た。

６月時点で「業績が悪い」とした回答は２８．８％と半年前の調査から若干増え

てはいるが、景況感に大きな動きはないと言える。なお、業種による大きなバラツ

キはなかったが、従業員規模が大きくなるにつれて「業績が良い」との回答率が高

まる傾向が見られた。

今年度、賃上げを実施したかの質問には、

約４割が「正社員・非正社員ともに」、約３割が

「正社員のみ」実施と回答したが、物価高の中

でも約４分の１が「実施していない」との現状

が浮き彫りとなった。賃上げを実施した理由に

ついては、業種や従業員規模に関わらず「社員

のモチベーションアップ」（７５．７％）、「物価

上昇対応」（６０．７％）、「新規の人材採用、人

材流出防止」（４５．０％）が上位にあげられた

が、「世間的に賃上げせざるを得ない雰囲気」と

いった理由もあった。また、賃上げに関する課

題や悩みとして、「原資の確保」に次いで「いっ

たん上げた賃金を下げられないリスク」を多くの企業があげ、その他には「賃上げ

すると社会保険料の負担も増えてしまう」、「価格転嫁が進まない」などもあり、経

営者の悩みは尽きないと言える。

Ｑ．賃上げに関する悩みや課題はありますか？

Ｑ．今年度、賃上げを実施しましたか？

約４割が「正社員・非正社員ともに」、約３割が

「正社員のみ」実施と回答したが、物価高の中

でも約４分の１が「実施していない」との現状

が浮き彫りとなった。賃上げを実施した理由に

ついては、業種や従業員規模に関わらず「社員

のモチベーションアップ」（７５．７％）、「物価

上昇対応」（６０．７％）、「新規の人材採用、人

材流出防止」（４５．０％）が上位にあげられた

が、「世間的に賃上げせざるを得ない雰囲気」と

いった理由もあった。また、賃上げに関する課

題や悩みとして、「原資の確保」に次いで「いっ

Ｑ．賃上げに関する悩みや課題はありますか？

 雇用状況については、１年前（４６．２％）、半年前（４９．７％）の調査を大

きく上回る５５．０％が「人手不足」と回答、特に運輸・郵便業（７８．３％） 

と建設業（７１・８％）が深刻で、働き手確保に苦心していたところに２０２４年

問題（時間外労働の上限規制）への対応を迫られたことが要因ではないかと考えら

れる。 

 最も経営に影響を与えているコスト増としては、半数以上が「原材料費」と回答

しており、一橋大学大学院経営管理研究科の安田行宏教授は「原材料費増加の主な

要因である円安がボディーブローのように企業経営に影響を与えており、金利上

昇局面が今後どのように影響を与えるかは注視が必要」と話している。 

 

 

    法人会アンケート調査システムでは、アンケートにご回答いただ 

いた方の中から抽選で１０名様に地域名産品等を進呈する「プレゼ 

ント企画」を実施しています！ 

     

右のＱＲコードから５分程度で登録が可能ですので、 

   積極的にご登録いただきますようお願いします。 
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【定額減税アンケート・調査結果】

全法連『定額減税に関するアンケート』を実施

６割超が景気・物価対策として「効果なし」

全法連は「定額減税に関するアンケート」を実施し、定額減税実施にあたっての

会員企業の対応状況等に関する調査を行った。調査は６月１３日～１９日に法人

会アンケート調査システムを活用して行われ、２０８５名から回答を得た。

企業経営者らは、制度にスムーズに対応するために顧問税理士への相談や法人

会等が開催した説明会に参加するなど多様なチャネルを通じて情報収集し、事前

準備として社員への周知・確認や給与計算ソフトのバージョンアップなどを行っ

てきたが、「月次減税額の管理」が必要となるなど、約９割が「給与計算担当者の

事務負担が増えた」と感じていることが明らかとなった。

Ｑ．定額減税の内容や対応方法について、

情報収集で役に立ったものはなんですか？

また、「今回の定額減税は、景気・物価対策と

しての効果を期待できるか」との問いに対しては

６割以上が「効果はないと思う」と回答。「一括

でないため効果が実感できない」、「給付金方式な

ら企業側の負担がなかった」、「事務に係る手間・

時間を考えるとむしろマイナス」など、事業者側

の不満の声も寄せられた。

定額減税が来年度も実施される可能性があるこ

とについては７８．５％が「実施すべき」とした

が、その９割以上が「企業に事務負担がかからな

い別の方法で」あればとの条件付きであり、その

他には「バラマキができるような財政状況ではな

い」、「まずは次世代への負担軽減を」といった財

政健全化を訴える意見もあった。

Ｑ．景気・物価対策として効果を期

待できると思いますか？

定額減税 内容や対 方法 、

情報収集で役に立ったものはなんですか？

 今回のアンケート調査結果について一橋大学大学院経営管理研究科の安田行宏

教授は「定額減税の経済効果よりも実施方法の課題が顕在化した。昨年１０月のイ

ンボイス導入、今年１月の電子取引データの保存義務開始と、企業の事務負担や納

税協力費用などは増加傾向にある。政府はテクノロジーの進展に沿った形での効

率化をいかに図っていくかが重要な課題」とコメントしている。 

 

 

    法人会アンケート調査システムでは、アンケートにご回答いただ 

いた方の中から抽選で１０名様に地域名産品等を進呈する「プレゼ 

ント企画」を実施しています！ 

     

右のＱＲコードから５分程度で登録が可能ですので、 

   積極的にご登録いただきますようお願いします。 
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日
本
料
理
裕

株
式
会
社
　
静
風

企 

業 

紹 

介

　

フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
静
風
は
、
真
岡
市
台

町
に
位
置
し
、
昭
和
３
９
年
に
オ
ー
プ
ン

し
た
日
本
料
理
を
中
心
と
し
た
飲
食
店
で

す
。
今
年
で
創
業
６
５
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
四
季
折
々
の
新
鮮
な
食
材
を
使

い
、
心
を
込
め
た
料
理
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
温
か
い
雰
囲
気
の
店
内
で
、
皆
様
に

素
敵
な
ひ
と
と
き
を
お
届
け
致
し
ま
す
。

結
婚
披
露
宴
や
出
産
祝
い
・
お
宮
参
り
・

七
五
三
や
お
誕
生
会
な
ど
の
お
祝
い
事
か

ら
、
忘
年
会
・
新
年
会
、
各
種
パ
ー
テ
ィ
ー
、

ご
法
要
な
ど
、
大
切
な
方
と
の
ご
会
食
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

弊
社
は
真
岡
イ
ン
タ
ー
か
ら
中
心
街
に

向
か
っ
て
車
で
5
分
程
度
の
所
に
位
置
す

る
日
本
料
理
店
で
す
。 

個
人
経
営
か
ら

始
め
平
成
23
年
に
法
人
化
し
今
年
で
開
店

20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

当
時
あ
ま
り

馴
染
み
の
な
い
コ
ー
ス
料
理
を
中
心
と
し

た
新
し
い
料
理
を
提
供
す
る
事
、
そ
し
て

ス
タ
ッ
フ
が
笑
顔
で
接
客
出
来
る
店
を
目

標
に
始
め
ま
し
た
。

　

当
初
は
な
か
な
か
上
手
く
い
か
ず
苦
労

す
る
事
も
沢
山
あ
り
ま
し
た
が
、
地
元
で

あ
る
地
域
の
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
て
こ
こ

迄
や
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
事
を
大
変
あ
り

が
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

近
年
世
界

的
に
も
日
本
料
理
の
評
価
が
高
ま
っ
て
お

り
ま
し
て
、
現
に
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
な

ど
で
も
星
の
獲
得
数
は
日
本
が
世
界
で
一

番
に
な
っ
て
お
り
、
日
本
の
食
文
化
が
評

価
さ
れ
て
い
る
事
は
大
変
嬉
し
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

そ
の
半
面
こ
の
先
10
年
〜
20
年
後
に
日

本
料
理
の
文
化
が
守
ら
れ
て
い
く
の
か
、

ま
た
本
格
的
な
日
本
料
理
の
調
理
人
を
目

指
す
方
が
ど
れ
だ
け
い
る
の
か
と
い
う
不

安
は
大
い
に
あ
り
ま
す
。 

現
在
の
飲
食

業
の
労
働
環
境
や
賃
金
は
決
し
て
い
い
と

は
言
え
ま
せ
ん
。

　

難
し
い
問
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
労
働

環
境
や
賃
金
の
改
善
か
ら
始
め
て
い
き
、

素
晴
ら
し
い
日
本
の
食
文
化
を
廃
ら
せ
る

こ
と
な
く
、
新
し
い
料
理
の
開
発
に
も
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。 

皆
さ
ま
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
従
業
員
一
同
一
層
精
進
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
弊
社
の
い
ち
ご
事
業
部
で
は
、

【
恋
す
る
い
ち
ご
】
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

苺
の
お
菓
子
を
製
造
・
販
売
し
て
お
り
ま

す
。
栃
木
県
真
岡
市
は
苺
の
作
付
け
面

積
、
出
荷
量
日
本
一
を
誇
る
苺
の
産
地
で

す
。
旬
を
過
ぎ
て
も
、
美
味
し
い
苺
を
食

べ
て
も
ら
い
た
い
、
と
ち
お
と
め
を
も
っ

と
た
く
さ
ん
の
人
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
た

い
、
そ
ん
な
想
い
か
ら
、「
栃
木
県
産
と

ち
お
と
め
１
０
０
％
使
用
」
の
お
菓
子
作

り
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。
上
品
な
甘
酸
っ

ぱ
さ
が
特
徴
の
と
ち
お
と
め
を
フ
リ
ー
ズ

ド
ラ
イ
し
、
サ
ク
ッ
と
し
た
食
感
の
い
ち

ご
を
ホ
ワ
イ
ト
チ
ョ
コ
で
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

し
ま
し
た
。
と
ち
お
と
め
の
お
い
し
さ
を

そ
の
ま
ま
に
、
お
土
産
と
し
て
気
軽
に
お

持
ち
帰
り
い
た
だ
け
ま
す
。


